
昭
和
五
十
八
年
九
月
発
刊
の
「
な
が
さ
き
の
空
十
四
号
に
「
長
崎
く
ん
ち
今
年
の

み
ど
こ
ろ
（
其
の
一
）」
を
寄
稿
し
て
以
来
、
本
集
で
「
其
の
二
十
」
と
な
る
。
長

崎
く
ん
ち
の
奉
納
踊
は
七
年
で
一
巡
す
る
の
で
、
今
年
の
奉
納
踊
に
つ
い
て
は
既
に

平
成
六
年
、
平
成
十
三
年
と
二
回
も
「
な
が
さ
き
の
空
」
に
記
し
て
い
る
。
そ
れ
で

今
年
は
休
み
に
し
よ
う
か
と
考
え
て
い
た
が
、
事
務
局
の
方
よ
り
恒
例
に
寄
稿
し
て

戴
い
て
い
る
の
で
書
い
て
下
さ
い
と
の
事
。
そ
こ
で
旧
稿
を
改
め
な
が
ら
寄
稿
さ
せ

て
戴
く
こ
と
に
し
た
。
尚
、
毎
年
の
「
長
崎
く
ん
ち
」
の
手
引
書
と
し
て
は
、
諏
訪

町
の
山
下
寛
一
氏
編
集
で
呂
紅
社
よ
り
発
刊
さ
れ
て
い
る
「
長
崎
く
ん
ち
」
が
あ
る

の
で
お
読
み
し
て
戴
く
と
よ
い
。

○
万
才
町

一
五
七
一
年
（
元
亀

二
）
長
崎
開
港
と
同
時
に
森
崎
の

岬
に
「
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
」
の
教

会
が
建
ち
、
其
の
前
に
各
地
よ
り

集
ま
っ
た
信
者
の
町
六
町
（
大

村
・
平
戸
・
島
原
・
横
セ
浦
・
外

浦
・
分
知
）
が
開
か
れ
、
続
い
て

博
多
方
面
よ
り
移
住
し
て
き
た
本

博
多
町
が
開
か
れ
て
い
る
。
然
し

こ
の
地
域
は
全
て
昭
和
二
十
年
八

月
の
原
爆
の
被
害
を
う
け
全
焼
。

現
在
は
こ
れ
等
の
町
を
統
合
し
て

「
万
才
町
」
と
改
め
　
昭
和
五
十

三
年
以
来
、
長
崎
く
ん
ち
奉
納
踊

参
加
を
復
活
さ
れ
て
い
る
。
町
名

の
万
才
町
に
つ
い
て
は
「
明
治
五

年
六
月
十
四
日
・
明
治
天
皇
長
崎

に
行
幸
あ
り
島
原
町
高
木
町
年
寄
邸
を
行
在
所
と
定
め
ら
れ
同
十
七
日
御
召
艦
竜
驤

に
て
熊
本
に
向
わ
る
。
後
島
原
町
を
万
才
町
と
改
」
と
長
崎
年
表
に
記
し
て
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
傘
鉾
の
飾だ

し

に
は
北
村
西
望
翁
筆
の
万
才
の
文
字
を
揮
毫
さ
れ
た
大
盃
を

中
心
に
置
き
、
奉
納
踊
は
町
名
に
因
ん
で
花
柳
寿
々
初
師
匠
新
趣
向
の
「
祭
り
を
祝

う
長
崎
万
戈
」
が
奉
納
さ
れ
る
と
言
う
。

○
五
島
町

こ
の
町
は
昭
和
十
年
ま
で
は
本
五
島
町
と
浦
五
島
町
の
二
町
に
分
か
れ

て
い
た
が
現
在
は
五
島
町
に
統
合
さ
れ
「
長
崎
く
ん
ち
」
に
参
加
さ
れ
て
い
る
。
町

名
の
五
島
町
は
長
崎
開
港
当
時
、
五
島
の
キ
リ
シ
タ
ン
の
人
達
が
大
波
止
に
続
く
海

岸
に
移
り
住
ん
で
た
事
に
始
ま
る
と
さ
れ
て
い
る
。
当
然
こ
の
町
に
は
二
つ
の
傘
鉾

が
あ
る
が
、
中
で
も
旧
肥
塚
家
一
手
持
と
言
わ
れ
た
浦
五
島
町
の
傘
鉾
は
「
趣
味
の

あ
る
二
ツ
の
型
の
か
わ
た
の
虫
篭
を
重
ね
、
そ
れ
に
菊
と
芒
を
配
し
た
も
の
で
、
長

崎
第
一
の
気
品
あ
る
傘
鉾
な
り
」
と
称
さ
れ
た
と
記
し
て
あ
る
。
奉
納
踊
は
今
年
も

前
回
に
引
き
続
き
唐
船
が
こ
の
町
の
海
岸
に
泊
っ
た
と
い
う
故
事
に
よ
り
龍じ

ゃ

踊
お
ど
り

が
奉

納
さ
れ
、
龍
囃
子
と
小
龍
に
は
町
内
子
ど
も
連
中
が
多
く
参
加
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

○
麹
屋
町

こ
の
町
に
は
大
き
な
泉
や
井
戸
も
あ
り
、
長
崎
で
は
一
番
水
量
の
豊
か

な
町
で
、
麹
屋
さ
ん
が
多
く
集
ま
っ
て
い
た
の
で
麹
屋
町
と
命
名
し
た
と
い
う
。
幕

末
の
頃
、
こ
の
町
に
文
人
池
島
村
泉
が
い
た
。
彼
は
南
画
を
隣
町
の
文
人
木
下
逸
雲

に
学
び
、
在
留
の
中
国
の
文
人
達
に
も
接
し
た
趣
味
の
人
が
い
た
。
其
の
故
に
、
此

の
町
の
傘
鉾
は
大
い
に
村
泉
翁
の
影
響
を
う
け
て
い
る
。
傘
鉾
飾
り
は
中
国
趣
味
で
、

紅
白
梅
献
上
を
中
心
に
そ
れ
に
町
名
に
因
ん
で
三
枚
の
麹
蓋
を
配
し
、
そ
の
一
枚
一

枚
に
当
時
長
崎
に
来
航
し
て
き
た
中
国
の
文
人
除
雨
亭
に
麹
屋
町
の
町
名
を
揮
毫
さ

せ
て
い
る
。
昔
の
記
録
を
み
る
と
こ
の
町
の
奉
納
踊
「
大
名
茶
献
上
行
列
」
は
三
百

人
を
超
す
人
数
で
あ
っ
た
と
記
し
て
あ
る
。
明
治
四
十
年
以
後
は
藤
間
金
彌
師
匠
指

導
の
舞
台
背
景
付
の
歌
舞
伎
仕
立
の
本
踊
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
三
十
九
年
以

来
は
全
町
内
の
人
々
の
参
加
を
考
え
て
川
船
が
定
着
し
、
船
頭
さ
ん
の
網
打
ち
と
、

船
の
引
き
回
し
は
有
名
と
な
っ
て
い
る
。

○
八
幡
町

延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
奉
行
牛
込
忠
左
衛
門
は
「
寛
文
の
大
火
」
後

街
を
整
備
し
八
幡
町
・
伊
勢
町
の
両
町
を
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
命
名
し
て
い
る
。

八
幡
町
の
町
名
は
同
地
域
に
天
台
宗
の
山
伏
大
覚
院
存
性
坊
が
正
保
二
年
（
一
六
四

五
）
京
都
男
山
八
幡
宮
よ
り
其
の
分
神
の
社
殿
を
設
け
て
祀
っ
て
い
た
事
に
よ
る
と

記
し
て
あ
る
。
傘
鉾
は
弓
矢
八
幡
に
因
ん
で
弓
と
矢
を
中
心
に
八
幡
社
の
遣

つ
か
い

物も
の

鳩
三

羽
を
配
し
て
い
る
。「
こ
の
傘
鉾
は
、
同
町
に
長
崎
三
大
文
人
の
一
人
木
下
逸
雲
が

お
ら
れ
た
の
で
、
長
崎
一
番
瀟
洒
な
傘
鉾
飾だ

し

」
と
先
学
達
は
記
し
て
お
ら
れ
た
。
奉

納
踊
は
八
幡
社
勧
請
の
様
子
を
伝
え
て
ホ
ラ
貝
・
鉦
・
太
鼓
の
音
に
合
わ
せ
て
山
伏

行
列
が
長
崎
入
港
の
「
祝
い
船
」
を
引
い
て
登
上
す
る
と
言
う
「
く
ん
ち
奉
納
踊
の

古
式
」
を
良
く
伝
え
て
い
る
。
山
伏
は
町
内
子
ど
も
連
中
で
大
正
四
年
以
来
は
山
伏

連
中
に
よ
る
剣
舞
も
奉
納
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

○
興
善
町

町
名
に
つ
い
て
は
博
多
の
豪
商
興
善
襌
入
が
長
崎
開
港
の
数
年
後
、
長

崎
に
来
た
り
、
こ
の
町
を
起
こ
し
た
と
い
う
。
然
し
現
在
の
「
興
善
町
」
は
旧
興
善

町
を
中
心
に
旧
豊
後
町
と
新
町
の
一
部
が
合
併
し
た
町
で
、
原
爆
で
大
半
は
焼
失
し

て
し
ま
っ
た
。
私
は
前
回
の
本
稿
で
、
戦
前
よ
り
長
崎
く
ん
ち
に
協
力
さ
れ
た
浅
田

翁
、
村
山
氏
の
名
を
あ
げ
て
お
い
た
。
傘
鉾
は
戦
後
村
山
氏
に
よ
り
新
調
さ
れ
た
も

の
で
、
神
前
に
お
供
え
す
る
八
ツ
足
を
中
心
に
置
き
、
其
の
上
に
烏
帽
子
と
神
楽
鈴

を
配
し
、
両
側
に
あ
る
秋
の
紅
葉
が
美
し
い
。
こ
の
秋
の
紅
葉
に
因
ん
で
、
奉
納
踊

は
秋
の
石
橋
を
織
り
こ
ん
で
「
新
石
橋
」
を
前
回
同
様
、
藤
間
欽
素
峰
師
匠
指
導
で

準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
お
聞
き
し
て
い
る
。

○
銀
屋
町

今
年
の
奉
納
踊
町
で
一
番
早
く
よ
り
何
か
活
気
を
お
ぼ
え
た
の
は
銀
屋

町
の
人
達
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
六
月
の
「
小
屋
入
り
」
に
な
っ
て
か
ら
は
、
毎
晩

の
よ
う
に
銀
屋
町
揃
い
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
着
た
一
群
の
人
達
が
、
私
の
家
の
前
を
カ

ケ
声
を
か
け
な
が
ら
走
っ
て
ゆ
か
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
町
名
は
隣
町
の
鍛
冶
屋
、
磨

屋
町
と
同
様
長
崎
の
旧
職
人
町
で
あ
る
。
然
し
科
学
者
で
我
が
国
最
初
の
写
真
家
上

野
彦
馬
も
同
町
の
出
身
で
あ
る
。
傘
鉾
は
町
名
に
因
ん
で
鯱
の
金
細
工
置
物
を
置
き

タ
レ
に
は
男
浪
を
織
り
出
し
金
銀
細
工
の
水
玉
を
あ
し
ら
い
実
に
豪
快
な
気
風
が
あ

る
。
私
は
若
い
こ
ろ
こ
れ
と
同
型
の
唐
物
香
炉
を
見
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
に
は

「
出
世
鯉
」
と
箱
書
が
あ
っ
た
。
奉
納
踊
は
有
名
な
大
名
行
列
で
文
政
二
年
（
一
八

一
九
）
に
開
始
さ
れ
て
い
た
が
昭
和
四
年
奉
納
が
最
後
で
あ
っ
た
。
本
年
は
前
回
奉

納
で
大
い
に
好
評
を
博
し
た
鯱
太
鼓
が
奉
納
さ
れ
る
。
因
み
に
長
崎
く
ん
ち
を
、
こ

よ
な
く
愛
し
て
お
ら
れ
た
古
賀
十
二
郎
先
生
も
同
町
に
お
ら
れ
た
時
に
「
長
崎
ぶ
ら

ぶ
ら
節
」
を
完
成
さ
れ
た
そ
う
で
あ
る
。

○
西
浜
町

元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
現
在
の
新
地
町
に
唐
船
倉
屋
敷
が
埋
地
造

成
さ
れ
る
ま
で
は
、
浜
町
に
は
波
止
場
が
あ
り
現
在
の
電
車
道
ま
で
荷
船
が
入
っ
て

い
た
の
で
、
そ
の
周
辺
を
浜
町
と
よ
ん
で
い
た
。
寛
文
十
二
年
（
一
六
七
二
）
長
崎

奉
行
は
貿
易
配
分
銀
の
事
で
町
々
を
分
割
し
た
と
き
、
浜
町
を
東
浜
町
と
西
浜
町
に

分
け
て
い
る
。
其
の
昔
、
傘
鉾
は
、
同
町
旧
家
雪
屋
森
家
の
一
手
持
で
、
文
化
元
年

（
一
八
〇
四
）
の
作
。
奉
納
踊
は
明
治
十
九
年
よ
り
龍じ

ゃ

船ぶ
ね

が
奉
納
さ
れ
、
龍
船
は
諏

訪
社
の
踊
場
に
入
る
と
上
部
の
屋
型
は
忽
ち
変
じ
て
舞
台
と
な
り
本
踊
が
始
ま
る
。

船
に
は
昭
和
四
年
ハ
ン
ド
ル
が
取
り
付
け
ら
れ
た
の
で
大
き
く
回
る
こ
と
も
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
今
回
、
特
に
注
意
し
て
見
て
戴
く
も
の
は
、
傘
鉾
の
垂さ

が

り
（
幕
）

に
施
さ
れ
て
い
る
文
久
二
年
作
（
一
八
六
二
）
の
長
崎
刺
繍
姑
蘇
十
六
景
図
と
、
傘

鉾
の
輪
に
明
治
十
二
年
来
日
し
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
北
極
探
検
隊
長
ノ
ル
デ
ン
シ
ョ

ル
ド
揮
毫
の
英
字
町
名
が
あ
り
、「
今
年
の
く
ん
ち
第
一
の
傘
鉾
と
奉
納
踊
で
す
よ
」

と
町
の
人
達
は
言
わ
れ
る
。

○
県
立
佐
賀
北
校
の
甲
子
園
で
の
優
勝
、
全
国
の
多
く
の
人
達
も
感
激
し
ま
し
た
ね
。

優
勝
後
の
選
手
達
の
表
情
も
実
に
の
び
の
び
と
し
て
良
か
っ
た
で
す
ね
。

○
そ
れ
に
引
き
か
え
横
綱
の
話
は
嫌
で
し
た
ね
。
横
綱
は
技
だ
け
で
な
く
他
に
磨
か

ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

○
八
月
二
十
一
日
、「
十
八
銀
行
創
立
百
三
十
周
年
記
念
史
料
展
」
開
会
式
に
出
席
。

宮
脇
頭
取
の
開
会
の
挨
拶
を
き
き
、
百
三
十
年
の
歴
史
の
数
々
を
見
せ
て
戴
い
た
。

又
階
上
に
は
銀
行
所
蔵
の
す
ば
ら
し
い
美
術
品
の
数
々
を
ゆ
っ
く
り
と
見
学
。

「
グ
ラ
ス
・
ロ
ー
ド
一
五
七
一
」
を
記
念
品
と
し
て
戴
き
帰
る
。

○
先
年
来
毎
月
第
二
・
第
四
の
火
曜
日
午
前
十
時
半
よ
り
本
会
主
催
で
開
催
し
て
き

た
「
古
文
書
を
読
む
会
」
も
長
い
夏
休
み
を
終
え
九
月
四
日
よ
り
開
催
、
今
回
か

ら
は
宮
田
修
二
氏
、
川
原
清
氏
の
両
氏
に
助
講
師
と
し
て
御
加
勢
い
た
だ
く
事
に

し
、
全
席
す
べ
て
満
席
で
し
た
。

○
九
月
九
日
夜
七
時
、
華
僑
会
館
三
山
公
幇
の
招
待
に
て
普
度

ポ
ー
ル

盆
会
参
拝
に
行
く
。

金
山
・
銀
山
を
は
じ
め
、
御
霊
の
遊
ば
れ
る
四
堂
を

は
じ
め
三
十
七
軒
商
店
街
を
見
せ
て
戴
き
、
焔
口
経

に
も
参
拝
さ
せ
て
戴
い
た
。

風
信

昭和4年　西浜町龍船

三
〇
二
号
　
平
成
十
九
年
九
月
二
十
日

長
崎
く
ん
ち
今
年
の
み
ど
こ
ろ
（
其
の
二
十
）

越
中
　
哲
也


